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研究ノート

豊後高田市所在の大原古墳の発掘調査概要報告

玉 川 剛 司

【要旨】

　豊後高田市は、古墳時代中期から後期にかけての古墳が築造されており、前期を中⼼とする宇

佐市の川部・高森古墳群から豊後高田市域の墓域へと首⻑墳の系譜が移動したとされる重要な地

域である。しかし、重要な地域であるものの、古墳の測量調査や発掘調査が進んでいない。そこで、

豊後高田市との協⼒のもと研究プロジェクトを立ち上げ、2021 年度より実施している。本論は、

その研究プロジェクトとして最初に取り組んだ。大原古墳の測量調査と学術発掘調査について、

現時点における成果を報告し、首⻑墓の動向を予察するものである。

【キー・ワード】

　古墳時代中期初頭、前方後円墳、帆立貝式前方後円墳、墳丘測量調査、学術発掘調査、3D 計測

１、はじめに

　豊後高田市域には、中期初頭の入津原丸山古墳の築造を皮切りに、古墳時代後期まで古墳が築

造される地域である。その数は、66 カ所にものぼると報告されているものの、2 基の前方後円墳

の学術発掘調査しかされておらず、古墳時代の様相がつかめていない地域である。そこで、各古

墳の規模や築造時期を明らかにすることで、隣接する古墳時代前期を中⼼とする川部・高森古墳

群の被葬者との関係や、ヤマト政権とのかかわりを解明することを目的とし、研究プロジェクト

「大分県北部地域における古墳時代前期から中期にかけての首⻑系譜の研究」を豊後高田市との

協⼒のもと立ち上げた。その一環で、2021 年度より当地域において、最初に築造されたと考え

られている入津原丸山古墳に近接する大原古墳の学術発掘調査を実施している。本論は、この大

原古墳の学術発掘調査の概要を報告するものである。

２、豊後高田市域の古墳時代

　大分県の古墳時代（第 1・2 図）は、3 つの地域に分けることができ、第 1 地帯は豊前地域と国

東半島⻄側まで、第 2 地帯は国東半島東側から別府湾を含む南側まで、第 3 地帯は、筑後川流域

である（田中 1992）。大分県内で最も古い古墳は、国東半島の南側の下原古墳（国東市）で、古

墳時代前期初頭（前方後円墳集成編年 1 期、以後「集成 1 期」と称す）である。その後、第 1 地
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帯（第 1 図）である宇佐市に赤塚古墳ほか 6 基の前方後円墳と円墳・方墳で構成される、川部・

高森古墳群（弥生時代終末期〜中期初頭〔庄内併行〜集成 4 期〕）が築造される。つまり、古墳

時代前期には、大分県の北部地域に築造が集中するという状況である。この川部・高森古墳群の

北東約 9㎞地点の豊後高田市内に、入津原丸山古墳（豊後高田市）が存在する。

　この入津原丸山古墳（第 3 図）は、墳丘の⻄側に⻑さ 7m、幅 23m の方形の造出をもつ 3 段築

盛の帆立貝式前方後円墳である。墳丘斜面は、畑地耕作により一部削平を受けているものの、比

較的良好に遺存している。造り出し部も含め、全⻑ 77m の規模が想定されている。表面採集さ

れた円筒・朝顔形埴輪から中期初頭（集成 4 期）の築造であると考えられており（田中 2000）、

豊後高田地域において最古の首⻑墳であると想定されている。本古墳の築造を皮切りに豊後高田

川部・高森古墳群

扇八幡古墳

御所山古墳

石塚山古墳

朝日天神山古墳群

護願寺古墳群 亀都起古墳

小熊山古墳
御塔山古墳

下原古墳

入津原丸山古墳

真玉大塚古墳

猫石丸山古墳

築山古墳

亀塚古墳

城山古墳

臼塚古墳
下山古墳

漆生古墳群

坊ノ原古墳
仏原千人塚

七ッ森古墳群

道ノ上古墳

重政古墳

立野古墳

小坂大塚古墳

秋葉鬼塚古墳

竜ヶ鼻古墳

蓬莱山古墳

葛原古墳

野内古墳

馬場古墳

上ノ坊古墳

0 25km

豊前国

豊後国

豊国

第1地帯

第2地帯

第3地帯

【福岡県】
【大分県】

第 1 図　大分県の主要古墳分布図



豊後高田市所在の大原古墳の発掘調査概要報告（玉川）

117− 　−

第
2

図
　

大
分

県
の

主
要

古
墳

編
年

図
（
1）

下
毛
郡

中
津

駅
館
川
西

駅
館
川
東

東
国
東

大
在

神
崎

臼
杵

佐
伯

大
野

緒
方

直
入

竹
田

亘
理

石
井

有
田

　

　
　
　

弥
生
時
代

終
末
期

集
成

２
期

集
成

5
期

須
恵
器

前
方
後
円

墳
集
成

時
期

小
坂
大
塚

前
方
後
円
墳

大
久
保
1
号

前
方
後
円
墳

箱
式
石
棺

竜
ヶ
鼻

前
方
後
円
墳

？

重
政
(
5
3
)

前
方
後
円
墳

？

秋
葉
鬼
塚

前
方
後
円
墳

？

小
牧
山
6
号

前
方
後
円
墳

箱
式
石
棺
(
片
)

猫
塚
(
2
0
？
)

前
方
後
円

墳
？

箱
式
石
棺

野
間
3
号

(
5
0
？
)

前
方
後
円
墳

箱
式
石
棺

(
片
)

野
間
1
号

(
5
0
？
)

前
方
後
円
墳

箱
式
石
棺

(
片
)

築
山
(
9
0
)

前
方
後
円
墳

①
箱
式
石
棺

(
片
)

②
箱
式
石
棺

立
野
古
墳

前
方
後
円
墳

西
国
東

第
1
地
帯

宇
佐
郡 車
坂
(
6
1
)

前
方
後
円
墳

？

三
重

道
ノ
上
(
7
0
)

前
方
後
円
墳

仏
原
千
人
塚
2

号
(
3
5
)

前
方
後
円
墳

？

仏
原
千
人
塚
１

号
(
2
6
)

前
方
後
方
墳

？

七
ッ
森
D
号
墳

円
墳

瀬
戸
１
号

(
2
0
＋
)

前
方
後
円
墳
？

竪
穴
式
石
室

馬
場
(
6
0
)

前
方
後
円
墳

箱
式
石
棺

(
片
)

天
神
畑
2
号

？
横
穴
式
石
室

小
熊
山
(
1
2
0
)

前
方
後
円
墳

？

免
ケ
平
(
5
1
)

前
方
後
円
墳

①
竪
穴
式
石
室

②
箱
形
石
棺

角
房
(
4
7
)

前
方
後
円
墳

？

福
勝
寺
(
8
0
)

前
方
後
円
墳

？

時
期
区
分

古
宮
(
1
2
)

方
墳

横
口
式
石
槨

狐
塚
(
3
0
)

円
墳

箱
式
石
棺

五
田
(
3
0
)

円
墳 ？

的
場
2
号

円
墳

横
穴
式
石
室

塚
山
(
？
)

円
墳

横
穴
式
石
室

一
ノ
瀬
2
号

(
2
3
)
円
墳

横
穴
式
石
室

一
ノ
瀬
１
号

(
2
3
)
円
墳

横
穴
式
石
室

前
期

中
葉

前
期

前
葉

集
成

1
期

集
成

3
期

集
成

4
期

前
期

後
葉

前
期
末

西
方
(
?
)

前
方
後
円
墳

豊
前

後
期

後
半

集
成

1
0
期

千
代
丸

(
2
5
)
円
墳

横
穴
式
石
室

中
期

中
葉

後
期

前
半

集
成

6
期

集
成

7
期

集
成

8
期

中
期

前
葉

入
津
原
丸
山

帆
立
貝
式

箱
式
石
棺

集
成

9
期

番
塚
(
5
0
)

前
方
後
円
墳

横
穴
式
石
室

伊
美
鬼
塚
(
1
0
)

円
墳

横
穴
式
石
室

雷
鬼
岩
屋

(
？
)

円
墳

横
穴
式
石
室

飛
鳥
1
Ⅳ

終
末
期

飛
鳥
Ⅲ

福
岡
県

野
内
(
5
0
？
)

前
方
後
円
墳

縦
穴
系
横

口
？

庄
内
倂
行

中
期
末

中
期

後
葉

下
原
(
2
3
)

前
方
後
円
墳

礫
槨
・
箱
形
木
棺

赤
塚
(
5
8
)

前
方
後
円
墳

箱
形
石
棺

第
2
地
帯

中
ノ
原

円
墳

横
穴
式
石
室

天
神
畑
1
号

？
横
穴
式
石
室

弘
法
穴
(
？
)

円
墳

横
穴
式
石
室

丑
殿
(
？
)

円
墳

横
穴
式
石
室

大
在
(
4
0
？
)

円
墳
？

箱
式
石
棺

(
片
)

小
亀
塚
(
4
0
)

前
方
後
円
墳

？

辻
１
号
(
4
0
以

上
)

前
方
後
円
墳

家
形
石
棺

大
臣
塚

前
方
後
円
墳

箱
式
石
棺
(
片
)

永
興
千
人
塚

前
方
後
円
墳

家
形
石
棺
？

葛
原
(
5
6
)

造
出
し
付
円

墳
縦
穴
系
横

口
？

春
木
・
芳
元
2
号

(
？
)

箱
式
石
棺

猫
石
丸
山

前
方
後
円
墳

横
穴
式
石
室

大
野
郡

直
入
郡

御
所
山

前
方
後
円
墳

竪
穴
系
横

穴
？

七
ツ
森
C
号

前
方
後
円
墳

？

真
玉
大
塚

前
方
後
円
墳

縦
穴
系
横

口
？

石
塚
山

前
方
後
円
墳

①
竪
穴
式
石
室

②
箱
式
石
棺

御
塔
山
(
8
0
)

造
出
し
付
円
墳

？

丹
生

小
塚
(
2
5
)

円
墳

舟
形
石
棺

七
ツ
森
A
号

円
墳

舟
形
石
棺

臼
塚
(
8
7
)

前
方
後
円
墳

①
舟
形
石
棺

②
舟
形
石
棺

下
山
(
6
5
)

前
方
後
円
墳

①
家
形
石
棺

坊
ノ
原

前
方
後
円
墳

箱
式
石
棺
？

川
部
南
西
地
区

１
号
(
1
7
)

陸
橋
付
方
墳

箱
式
石
棺

上
毛
郡

京
都
郡

能
満
寺
３
号

前
方
後
円
墳

蓬
莱
山
(
6
0
)

前
方
後
円
墳

箱
式
石
棺

豊
後

第
3
地
帯

日
田
郡

海
部
郡

速
水
郡

鶴
見
(
3
1
)

前
方
後
円
墳

横
穴
式
石
室

鷹
塚
古
墳

(
2
7
)
方
墳

横
穴
式
石
室

鬼
ノ
岩
屋
1
号

(
3
1
)
円
墳

横
穴
式
石
室
(
装
飾
)

御
稜
(
7
8
)

前
方
後
円
墳

①
箱
式
石
棺
(
片
)

②
箱
式
石
棺
？

上
ノ
坊
(
5
9
)

前
方
後
円
墳

箱
式
石
棺

(
片
)

亀
塚
(
1
1
3
)

前
方
後
円
墳

①
箱
式
石
棺

②
舟
形
石
棺

鬼
ノ
岩
屋
2
号

(
3
8
)
円
墳

横
穴
式
石
室
(
装
飾
)

別
府

大
分
郡

大
分

太
郎
・
次
郎
塚

(
2
7
)
円
墳

横
穴
式
石
室

七
ツ
森
B
号

前
方
後
円
墳

箱
式
石
棺

薬
師
堂
山

円
墳 ？

国
埼
郡

朝
見
石
棺
(
？
)

箱
式
石
棺

春
木
・
芳
元
１

号
(
？
)

箱
式
石
棺

亀
都
起
(
4
8
)

前
方
後
円
墳

？

鬼
ケ
城
(
1
4
)

円
墳

横
穴
式
石
室玖
珠

玖
珠
郡 鬼
塚
(
1
2
)

円
墳

横
穴
式
石
室

ガ
ラ
ン
ド
ヤ

１
号
(
2
3
)

円
墳

横
穴
式
石
室

ガ
ラ
ン
ド
ヤ

2
号
(
2
3
)

円
墳

横
穴
式
石
室

穴
観
音
(
2
5
)

円
墳

横
穴
式
石
室

城
山
(
3
0
)

前
方
後
円
墳

？

護
願
寺
１
号

前
方
後
円
墳

？

朝
日
天
神
山

２
号
(
6
5
)

前
方
後
円
墳

横
穴
式
石
室

朝
日
天
神
山

1
号
(
3
4
)

前
方
後
円
墳

横
穴
式
石
室

前
方
後
円
墳
築
造
停
止

前
方
後
円
墳
築
造
停
止

前
方
後
円
墳
築
造
開
始

前
方
後
円
墳
築
造
停
止

前
方
後
円
墳
築
造
開
始

前
方
後
円
墳
築
造
開
始



史学論叢 第53号（2023年12月）

118− 　−

市内に古墳が築造されはじめる。この入津原丸山古墳の築造後は、古墳時代中期後葉（集成 7 期）

の前方後円墳である真玉大塚古墳（全⻑ 100m）、後期初頭（集成 9 期前半）の前方後円墳である

野内 2 号墳（全⻑約 50m ？）が築造され、後期前半（集成 9 期中頃）の前方後円墳である猫石

丸山古墳（全⻑ 85m）に続く首⻑系譜が考えられている。このほかに、時期・規模等が不明な古

墳が第 3 図のように、入津原丸山古墳から猫石丸山古墳の間に立地しており、中期初頭（集成 4 期）

の入津原丸山古墳と中期後葉（集成 7 期）の真玉大塚古墳の間の時期に築造された可能性がある。

　そこで、研究プロジェクトの最初の調査として、入津原丸山古墳の 120m 南側に存在する大原

古墳の学術発掘調査を実施した。調査の詳細は、以下のとおりである。

３、大原古墳の学術発掘調査

（１）大原古墳の概要

　大原古墳は、墳頂部に箱式石棺が露出している高塚墳である。この大原古墳の約 120m 北側には、

円墳としては県内でも最大級の規模を誇る入津原丸山古墳（墳⻑ 77m）が存在する。この入津原

丸山古墳は、墳形や採集された埴輪から古墳時代中期初頭に築造された古墳であると考えられて

いる。この入津原丸山古墳周辺には、イド山古墳群や大原古墳などを含む多くの古墳が集中して

いる（第 3 図）。ヤマト政権と国東半島北側の首⻑の関係を考える上で、古墳時代中期初頭に造

営が始まる入津原丸山古墳周辺の古墳群との関係を検討することが重要となる地域である。

0 1 ㎞

1

古墳時代の海岸線想定

1 大原古墳　　  2 入津原丸山古墳　3 イド山古墳群　   4 権現山 1･2 号墳

5 鑑堂古墳　　  6 二つ塚古墳　　　7 花仕切古墳群　   8 猫石丸山古墳

9 野内 1号墳　10 野内 2号墳　　 11 真玉大塚古墳　12 小塚古墳

地図出展：地理院地図 /GSI Maps 国土地理院を使用 ( 一部編集 )

第 3 図　豊後高田市域の主要古墳分布図
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（２）調査の目的

　大原古墳は、墳頂部に箱式石棺が露出しており、墳丘の盛土も削平を受けている古墳である。

墳形については現状で⻑方形を呈しており、本来の墳形や規模、周溝の有無、築造時期など不明

な点が多い古墳である。そこで本調査の目的は、墳丘測量調査による現状の墳丘形態の確認と、

学術発掘調査による墳形および規模の確認、周溝の有無の確認である。また、出土した遺物から

築造された時期を明らかにすることも重要な課題の一つとなる。

（３）調査期間

　第 1 次調査：2021（令和 3）年 12 月 17 日（金）〜 2022（令和 4）年 3 月 30 日（水）

　　　　　　　実習期間は 12 月 23 日（木）〜 28 日（火）それ以降も実測を実施

　第 2 次調査：2022（令和 4）年 8 月 5 日（金）〜 2023（令和 5）年 3 月 30 日（木）

　　　　　　　実習Ⅰ：期間 8 月 7 日（日）〜 12 日（金）それ以降も調査を実施

　　　　　　　実習Ⅱ：期間 1 月 24 日（月）〜 30 日（月）それ以降も調査を実施

（４）調査主体

　別府大学文化財研究所

（５）調査体制

　1 次調査：調査担当　　　別府大学文学部史学・文化財学科　准教授　玉川　剛司

調査副担当　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授　　田中　裕介

調査指導補助　朝川千聖、重岡菜穂、向井浩太、本門拓也、森中明音、

　　　　　　　吉野穂香（大学院文化財学専攻 1 年）

調査補助　　　実習生・自主参加 30 名

　2 次調査：調査担当　　　別府大学文学部史学・文化財学科　准教授　玉川　剛司

調査副担当　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授　　田中　裕介

調査指導補助　朝川千聖、向井浩太、本門拓也、森中明音、

　　　　　　　吉野穂香（大学院文化財学専攻 1 年）

調査補助　　　実習生・自主参加 30 名

（６）調査内容

　発掘調査の前に、墳丘測量調査を行った。測量調査で使用する座標は、事前に入津原丸山古墳

の南東側に 2 点の世界測地系の座標系の基準杭の設置を業者に依頼（2）し、設置された杭から大
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原古墳まで座標移動した。測量調査は大分県内で多くの古墳の墳丘測量調査を実施してきた「変

化点測量」（玉川 2003・2004）で行った。この測量調査で得られた座標データより 25㎝間隔の等

高線の墳丘測量図を作成し、測量図調査区の設定に利用した。

　第 1 次調査として、墳裾に 1 〜 3 トレンチを設定（第 4 図）し、調査を実施した。1 トレンチ

は墳丘南側に、2 トレンチは墳丘⻄側に、3 トレンチは 1 トレンチの対岸の墳丘北側に設定し調

査を行った。

　第 2 次調査としては、設定した 1・4・5 トレンチの調査を実施した（第 4 図）。1 トレンチは、

1 次調査の継続として、4 トレンチは 3・2 トレンチ間に、5 トレンチは 1・2 トレンチ間にそれぞ

れ設定した。各トレンチの位置は、墳形と墳丘規模を確認するため、墳端・周溝の検出を目的に
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第 4 図　大原古墳の調査区配置図（S ＝ 1 / 300）
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第 1・2 次調査でそれぞれ設定し、学術発掘調査として実施した。実習期間については、（3）調

査期間で述べた通りで、本学の「埋蔵文化財実習Ⅰ・Ⅱ」の実習の場としても活用し、考古学研

究室の学生や大学院生も自主参加として参加している。調査成果は、以下のとおりである。

（７）調査成果

　1トレンチ（第 5図、図版 1）

　古墳の南側に設定した調査区である。墳端が良好に遺存していると考えられた調査区の一つで

あるが、1 次調査の期間内での完掘が困難であると判断したため埋め戻していた。2 次調査では、

埋め戻した土を再度掘り起こし調査を実施した。トレンチは、幅 1.5m、⻑さ 7.5m で設定した。

　調査の結果、トレンチの墳丘側から 3.25m の地点で、トレンチと直交するように墳端と深さ

25㎝の周溝を確認した。また、墳丘外側の周溝の立ち上がりは、トレンチ外側から 1.1m 墳丘側

で検出された。これにより周溝底部の幅は、3.1m 程度であることが確認できた。墳端と想定さ

れる箇所には、墳端の基底石であると思われる 30㎝程の礫がトレンチ南側で検出された。周溝

埋土には、葺石と考えられるこぶし大の礫や埴輪片（円筒・朝顔形埴輪片など）が多く含まれ、

本来墳丘斜面に葺石が存在していたものと考えられる。なお、墳端の標高は、9.4m である。

　2トレンチ（第 6図、図版 1）

　古墳の⻄側に設定したトレンチで、調査の結果、近世代の古墳の削平の痕跡と墳丘側に掘削後

の溝状遺構を検出した。この近世代の削平により、墳端のほとんどが削平を受け明確な墳端・周

溝が確認できなかった。また、削平後に本来墳端があったと考えられる地点に浅い溝状遺構がみ

られ、この溝状遺構の墳丘側の傾斜変換の上端付近から窪みの底部にかけて焼土と炭化物が大量

に出土した。この溝状遺構の堆積土に多くの埴輪片が含まれていた。また、この溝状遺構には、

数か所の小さなカクランがみられ、このカクランに焼土や炭化物が多く入れられていた。今回、

検出したこの溝状遺構については、地山直上に地山混じりの⿊色度が薄くレンズ状堆積し、その

上面に焼土や炭化物混じりの層が堆積していたことから、墳端の痕跡である可能性があると考え

られる。なお、この墳端と考えられる溝状遺構の下端ラインの標高は 9.4m であった。

　出土した遺物は、円筒埴輪片、朝顔埴輪片のほかに家形埴輪片も多く出土している。

　3トレンチ（第 7図、図版 1）

　古墳の北側に設定したトレンチで、調査の結果、墳丘盛土が掘削された痕跡と墳端が確認でき

た。トレンチの中央付近に地山を削り出した上端の傾斜変換を検出し、その外側に下端の傾斜変

換ラインが検出された。墳端ラインから外側については、広いテラスが続いており、立ち上がり

の傾斜変換ラインが確認できなかったころから、周溝は伴わずそのまま墳丘北側の谷につながる

ものと想定した。なお、墳端の標高は 9.53m であった。墳端上位の土層には葺石と思われる多く
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第 5 図　1 トレンチ展開図（3）（S ＝ 1 / 50）
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第 6 図　2 トレンチ展開図（3）（S ＝ 1 / 50）
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の礫や埴輪片が含まれていたため、墳丘斜面の流土であると考えられる。出土遺物としては、地

山直上に大量の円筒・朝顔形埴輪片が出土している。

　4トレンチ（第 8図、図版 1）

　4 トレンチは、古墳の北東側の 1 次調査で実施した 2 トレンチと 3 トレンチとの間に設定した

0 2ｍ

第 7 図　3 トレンチ展開図（3）（S ＝ 1 / 50）
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トレンチである。調査の結果、トレンチの墳丘側から 1.4m 外側で墳端を確認した。また、その

地点から 3.6m 外側に周溝の対岸の立ち上がりを確認した。周溝は、10㎝ほどの墳丘盛土の流土

が堆積しているのが確認でき、それよりも上位では墳丘盛土から外側にかけて大きく掘削されて

いる状況が確認された。以上のことから、周溝底部の幅は、3.6m 程であると想定できる。なお、

墳端の標高は、9.54m であった。

　出土遺物としては、周溝埋土に、円筒・朝顔形埴輪片が包含されており、それよりも上位の掘

削面には近現代の瓦や磁器が出土している。

　5トレンチ（第 4図）

　1 次調査の 2 トレンチと 1 トレンチの間に設定した調査区である。調査の結果、墳丘側で近現

代の溝状遺構と外側に段落ちを検出した。しかし今回の調査では期間中内での完了が困難である

と判断し、調査途中で埋め戻した。（2023 年 12 月に調査実施予定）

　第 1次調査のまとめ

　以上の調査成果から、墳形については 3 トレンチで検出した墳端と、2 トレンチで検出した墳

端と考えられる溝状遺構から、径 26m の円墳（第 9 図 上）で周溝は伴わない古墳であると想定した。

しかし、墳丘南側と東側の墳端がはっきりと確認できていない。墳形が円墳であるという確定と

周溝の有無についてさらに検討を要するため、1 トレンチの再調査及び、墳丘東側の 2–3 トレン

チ間と 1–2 トレンチ間に新たにトレンチを設定し、継続して発掘調査を実施する必要があると判

断した。

　なお、1 次調査では、家形、不明器財形、円筒、朝顔形埴輪等が出土し、その量は、遺物用コ

ンテナ（⻑さ 42cm ×幅 32cm ×深さ 15cm）3 箱分出土した。また調査終了後は、トレンチ調査

部分を埋戻した。

（８）第 1・2次調査成果のまとめ

　第 1・2 次調査の成果から、墳端を確認できたのは 1・3・4 トレンチで、2 トレンチでは明確な

墳端ではなく、墳端の痕跡であった可能性がある溝状遺構を確認した。各トレンチからは葺石と

考えられる拳から人頭大の礫が周溝埋土に含まれていたことから、築造当初は葺石が葺かれてい

たと考えられる。また、1 トレンチからは、墳端の基底石と考えられる 30㎝程の礫を検出している。

墳形については、1 次調査終了段階で、径 26m の円墳で周溝は伴わない古墳であると考えていた。

しかし、2 次調査の成果を踏まえると、第 1 次調査の 3 トレンチで検出した墳端と、2 トレンチ

で検出した墳端と考えられる溝状遺構、第 2 次調査の 1 トレンチで検出した墳端と 4 トレンチで

検出した墳端、また現状の墳丘斜面の遺存状況から、1 辺 26m ほどの方墳である可能性が浮上し

た（第 9 図 下）。なお、墳端が確認できた 1・3・4 トレンチの墳端の標高が、平均で 9.5m とほ
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第 8 図　4 トレンチ展開図（3）（S ＝ 1 / 50）
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2ﾄﾚﾝﾁ遺物出土状況 2ﾄﾚﾝﾁ完掘状況

3ﾄﾚﾝﾁ遺物出土状況 3ﾄﾚﾝﾁ完掘状況

4ﾄﾚﾝﾁ遺物出土状況 4ﾄﾚﾝﾁ完掘状況

1ﾄﾚﾝﾁ遺物・周溝埋土検出状況 1ﾄﾚﾝﾁ完掘状況

図版 1　発掘調査の各調査区の写真
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第 9 図　墳丘復元案（上：円墳案・下：方墳案）（S ＝ 1 / 300）
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ぼ同じ標高であることから墳丘の基壇がほぼ水平であると想定できる。また、第 1 次調査の終了

時点で周溝は伴わないと考えていたが、1・4 トレンチで墳端とその対岸の立ち上がりが確認され、

周溝底の幅が 3.5 〜 3.1m 程であることから、3 トレンチのさらに外側に、周溝外側の立ち上がり

が存在する可能性があることが判明した。

　第 2 次調査終了時点での成果では、墳形が円墳か方墳であるのかを判断するには情報が少ない。

仮に、方墳であることを検証するためには、3 トレンチの東側に調査区を設定し、隅角の部分の

検出が必要となる。隅角の検出が困難である場合は、3 トレンチの墳端を確認した箇所から、直

交するように新たに調査区を設定し、墳端の位置と状況を平面的に確認する必要がある。今後、

その解明に努めていきたい。

　なお、第 2 次調査では、円筒、朝顔形埴輪等が遺物用コンテナ（⻑辺 46.5㎝×短辺 36.5㎝×

高さ 20.5㎝）2 箱分が出土し、第 1 次調査出土分を合わせ合計 5 箱分の埴輪片が出土したことに

なる。出土した埴輪については、現在整理作業を行っているが、現段階での出土埴輪の時期につ

いては、入津原丸山古墳表採の埴輪と同じ時期で、中期初頭（集成 5 期）であると考えられる。

また、2 トレンチで出土した家形埴輪片（図版 2）については、寄棟型屋根構造を呈す家形（4）で、

建物の隅部は稜線を伴うものではなく隅丸状となっている。壁と思われる破片の外表面には有軸

羽状文が施されている。今後、遺物整理作業を進め、家形埴輪の接合と、他の形象埴輪の有無に

ついても確認していきたい。

４、調査成果からみる古墳時代前期～中期にかけての首長墳の動向

　第 1 地帯の⻄国東（豊後高田市域）では、入津原丸山古墳の築造をもって古墳の築造が開始さ

れる。その築造時期は、中期初頭（集成 5 期）で、調査を実施した大原古墳もこの入津原丸山古

墳とほぼ同じ時期であることから、大原古墳の被葬者は入津原丸山古墳の被葬者と深い関係があ

った被葬者像が想定できる。この入津原丸山古墳が築造される前は、古墳時代前期初頭（集成 1

期後半）から前方後円墳が築造される川部・高森古墳群の被葬者集団が優勢で、ヤマト政権との

結びつきが強い集団であった。しかし、中期初頭（集成 5 期）になって、北東に 9㎞ほど離れた

図版 2　大原古墳出土家形埴輪片（左：屋根部片、右：壁部片）
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豊後高田市域で帆立貝式前方後円墳である入津原丸山古墳が築造されようになると、それ以降は

川部・高森古墳群では前方後円墳の築造が一時的に停止し空白期間が生じる。つまり、被葬者集

団の優位性が入津原丸山古墳の築造をもって、その系譜が豊後高田市域に移っていくものと考え

られる。豊後高田市域での首⻑墳の築造をみると、入津原丸山古墳の築造以降、現段階で判明し

ている真玉大塚古墳（前方後円墳 , 全⻑ 100m）が中期後葉（集成 7 期）の築造で、2 時期分の

空白時期が認められる。この空白時期に、入津原丸山古墳の北側の同じ尾根上に立地している径

54m や 30m 程の円墳で構成されるイド山古墳群や、さらにその北側の尾根には神人車馬龍⻁画

像鏡が出土したとされる鑑堂古墳などが、この空白の 2 時期に入ると考えられる。また、真玉大

塚古墳と後期初頭の野内 2 号墳（前方後円墳 , 全⻑ 50m ？）との間にも空白期間があることから、

猫石丸山古墳の南側にある花仕切古墳群が入ってくると想定できる。つまり、入津原丸山古墳か

ら北側に向け首⻑墳が築造されていくものと考えられる。

　また、豊後高田市域の古墳の特⻑は、その立地状況である。現在の海岸線は近現代の干拓によ

り、古墳が立地する丘陵から 2.8㎞も離れている。しかし、古墳築造当時の海岸線は、第 3 図の

ように古墳が立地する丘陵のすぐ近くまで海岸線が迫っていたと考えられている。つまり、当地

域の古墳は海から見える位置に築造されているという特徴がある。海から見える古墳としては、

第 2 地帯の速見郡（現杵築市）の小熊山古墳（前方後円墳 , 全⻑ 120m, 集成 2 期）、御塔山古墳（造

出付円墳 , 径 80m, 集成 5 期後半）、この二つの古墳と別府湾を挟んだ海部郡（現大分市）の築山

古墳（前方後円墳 , 全⻑ 90m, 集成 4 期後半）、⻲塚古墳（前方後円墳 , 全⻑ 113m, 集成 5 期）な

どがあり、いずれも中期初頭（集成 5 期）前後に築造されている。つまり、海から古墳が視認で

きるように築造されていることから被葬者集団は、中期を境にヤマト政権とのかかわりが突如と

して強くなり、当時の海路流通にかかわっていた可能性が高い集団であったと想定することがで

きる。

　今後、国東郡⻄側（現豊後高田市）の被葬者集団を考察するためにも、入津原丸山古墳、イド

山古墳群、花仕切古墳群の墳丘測量調査、発掘調査による墳形および時期の確認など調査・研究

の進展が求められことから、今後とも研究プロジェクトを推進していきたい。

　

　なお、本論を執筆するにあたり、田中裕介氏には、学術発掘調査、出土埴輪の整理等にご協⼒

を賜り、また、大田悠人氏には遺物整理でお世話になった。ここに御礼申し上げます。
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［註］

（ 1 ）   田中 2010「東九州における首⻑墓の変遷と性格」『九州における首⻑墓系譜の再検討』九州前方後円墳研究会と

⻑ 2022「豊後における中期末から後期の集落と墳墓」『集落と古墳の動態Ⅲ』九州前方後円墳研究会を基に作成。

（ 2 ）   株式会社きょうわに依頼し、入津原丸山古墳付近に世界測地系（測地成果 2011）の基準点 2 点を設置。座標は、

K–1　X ＝ 6368.679m, Y ＝ 41707.155m, Z ＝ 8.715m、K–2　X ＝ 63906.041m, Y ＝ 41732.917m, Z ＝ 9.224m である。

（ 3 ）   SfM による写真測量で作成したオルソ図の展開図。使用ソフト：Agisoft 社製 Metashape Professional（64bit）、

撮影カメラ：Canon Eos R（フルサイズ）。

（ 4 ）   福岡県の沖出古墳出土の家形埴輪と構造が類似していると考えられる。壁の施文については、大分市の⻲塚古墳

出土のしている家形埴輪片と類似している。
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